
◎基本方針

1．生徒指導基本方針を徹底し、基本的生活習慣の確立

2.環境整備の啓蒙

整備された教室・環境が生徒の落ち着いた生活態度を作る。清掃の徹底

◎具体的目標

具体的な目標

評価
現状改善③
現状維持②
現状悪化①

中間報告

身だしなみ(服装・頭
髪・化粧）の厳正指導

今年度　1回目のLHRで担任が「生徒指導基本方
針」を読み聞かせ、みだしなみ等の節度と自覚を
促す。

女子ｿｯｸｽ着用の期間限定で紺色無地ｼｮｰﾄｻｲｽﾞ
の着用認可

第1回　5/28.29実施　(指導生徒)　16名
(指導内容)　ｶﾊﾞﾝ不所持8　化粧5　ﾋﾟｱｽ5

第2回　6/12.13実施　(指導生徒)　19名
(指導内容)　ｶﾊﾞﾝ不所持13　化粧3　ﾋﾟｱｽ1

ｶﾊﾞﾝについては担任を通じ、厳重注意

夏休み明け8/30に全校で実施

安易な遅刻をなくす(登校
時)

特定化しているので、個別指導の実施を各ﾊｳｽ
に依頼

いじめ撲滅

携帯電話の正しい使用
の仕方を身につける

4月LHR時に担任より注意指導

＾

体育祭　文化祭等の事前指導の集会を利用して
全体に注意

問題行動の前年度より
の減少（

停学者に対し、本年度も実施継続

日常に生活の中でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを多くとるようにし
ている。

問題を繰り返す生徒はないが、気の緩みがも見
られるような生徒に戒めとして活用する場合が
あった。
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2名
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環境整備・・・落ち着
いた生活は環境から 3 先生方の率先した取り組みもあり、整然と整って

いるHRが多く見られる。

運動部活動生徒の挨拶は習慣化しているが、一
般生徒は全体的に習慣化されてなく、今後も朝
の登校指導等で啓蒙していきたい。

②SNS投稿問題について、1･2･3年生
対象「KDDIケータイ教室」を実施
危険性・賠償が発生する事項を衆知
させる。
③体育祭・文化祭等の人物が載って
いる写真　クラス等集合写真　個人
の制服着用　QRコードなど学校名が
特定されるような写真のSNS投稿　掲
載は校内懲戒規定による指導対象と
なる。
①停学等懲戒指導に家庭謹慎と校内謹
慎を併用し、指導終了後、早朝特別奉仕
活動の継続

①HRの清掃・環境整備が生徒の落ち着
きに影響することを教員が理解して、清
掃等環境整備の指導に取り組んでもら
う。

②再犯防止のため、指導終了後、定
期的な面談を実施

②再犯防止のため、誓約書の有効活
用

生徒指導部厳重注
意

停学

校長訓戒

①全体集会で挨拶の大切さをいろい
ろな分野の先生(進路・部活動等)に
話していただき、啓蒙する、呼びか
ける。
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③生徒指導部による登下校校門指導を
月1回実施　　指導を受けた者は生徒指

導方針に基づいてポイント指導

安易な遅刻は昨年度より減少　ﾎﾟｲﾝﾄ指導もない
との報告　　各ﾊｳｽの指導の成果とみられる。

6/24～6/28にいじめｱﾝｹｰﾄ実施  「あり」「見た」
に対し、報告書提出　32件あり　7/12にいじめ防
止委員会を開き、審議　特に大きな問題はない。

平成30年度　同時期　22名の指導に対し、減少
しているが、昨年度もこの時期より増加が見られ
た。今後も生活態度安定に努めたい。

①7月.1月年2回アンケート実施継続
「あり」に対し、現状報告書提出

②現状報告書に基づき、いじめ防止委
員会で検討　対応を協議指導する

①授業中携帯使用等生徒指導基本方
針に基づきポイント指導

①担任が始業5分前に教室に

②各学年　遅刻手続きを確実に実施さ
せる（特に始業時の遅刻)

④遅刻者を黒板に担任が記入
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平成31年度令和元年度　生徒指導部　方針および重点目標　中間報告

具体的方策

①指導徹底を期するため、頭髪、化粧は
生徒指導基本方針に基づいてポイント
指導　　4月当初の厳正な対応が肝心
・染髪・ブロック等保護者連絡し、改善の
ため下校可（改善登校は欠課なし)
・改善のない者は学校長に報告　改善ま
で自宅待機

②全教員　女子のｽｶｰﾄ丈・ソックス、リ
ボン、ネクタイ等の服装の乱れを見た
ら、声かけ注意の徹底

生徒指導部

青栁　裕之

全学年　4月第1回目のLHRで生徒指導方針の確認　担任最低1回は読み聞かせる。　最初が肝心　4月は厳正に対応実施
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挨拶習慣化

②校内での先生方や来客者への挨拶
も習慣化したい。

④学期当初の定期身だしなみ検査は各
ハウスの指導で実施

③理由なき遅刻者に対しては｢生徒指導
方針」により指導  月3回で1ﾎﾟﾝﾄ

令和元年度　問題行動　懲戒処分(9/13
現在)
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※朝駅発SB最終８：30を徹底するため、
以降の高校生の乗車制限を検討


